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( 科目コード：8102420005MM)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】流体工学 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

天谷 賢児

【授業目標・教育方針】
・流体の性質の概念を理解し，具体的な単位系において諸量の計算ができる。
・理想流体の挙動を理解し，簡単な場合の解析ができる。
・ナビエ・ストークス方程式の意味を理解し，簡単な場合の解析ができる。
・境界層の概念を理解し，簡単な場合の解析ができる。

【授業概要】
われわれは空気や水のような流体に囲まれて生きている。流体力学を理解することにより、気象や海流などの自然現
象の理解はもとより、航空機や船、タービン、水風車、ポンプなど様々な流体機械の設計に必要な知識を得ることが
できる．流体工学 II では、流体工学Ⅰで学習してきたことをさらに発展させ、流れの加速度や圧力の場について、よ
り厳密な解析方法を学ぶ．数学的には偏微分方程式を扱うことになり、複素解析の知識などを多用する．極力単純化
して説明するが、高専での数学関連の科目を総動員することになる。

【教科書・教材・参考書 等】
八田桂爾、田口達夫、鳥居平和著：流体力学の基礎（日新出版）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：25%，期末試験：25%
［後期］中間試験：25%，期末試験：25%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：流体工学 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 ～ 2 回 流体工学Ⅰの復習 流体の基礎概念
圧力

第 3 ～ 7 回 完全流体の運動の基礎 オイラーの運動方程式
流体粒子の変形と回転
流線
速度ポテンシャル
ベルヌーイの定理
前期中間試験

第 8 ～ 10 回 流体の運動（２） ２次元ポテンシャル流れ
流れ関数
複素ポテンシャル
渦なし流れ

第 11 ～ 15 回 渦 渦の諸法則
物体に働く力（揚力と抗力）
波

第 16 ～ 23 回 粘性流体の流れ 粘性流体の運動方程式
レイノルズ数と相似則
後期中間試験

第 24 ～ 27 回 ナビエ・ストークスの方程式の
解

境界層の概念
境界層方程式

第 28 ～ 30 回 圧縮性流体の基礎 音波
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